
ゆあさ
議会だより

平成28年2月 発行 No.61
発 行：
編 集：
住 所：

URL：
e-mail：

和歌山県湯浅町議会
議会広報編集常任委員会
〒643 - 0002
有田郡湯浅町大字青木668番地1
TEL 0737 - 64 - 1118
FAX 0737 - 62 - 4450
http://www.town.yuasa.wakayama.jp/
gikai@town.yuasa.wakayama.jp

  

 

新成人お
めでとう

ございま
す

12月定例会
全員協議会・各常任委員会
各議員の賛否
決算認定特別委員会
一般質問（8人が登壇）
編集後記
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8～15
16

議場兼なぎホールで
初めての成人式
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1 2 月 定 例 会

全
員
協
議
会

○
選
挙
管
理
委
員
及
び
補
充
員
の
選

挙
に
つ
い
て

任
期
満
了
に
よ
り
、
選
挙
管
理
委

員
に
辻つ
じ

本も
と

美み

須す

千ち

代よ

氏
・
児こ

島じ
ま

幸ゆ
き

夫お

氏
・
吉よ
し

川か
わ

明と
し

孝の
り

氏
・
山や
ま

﨑さ
き

明あ
き
ら

氏
が
、

補
充
員
に
尾お

﨑ざ
き

博ひ
ろ
し

氏
・
森も
り

行ゆ
き

秀ひ
で

氏
・

冨と

上か
み

将ま
さ

基き

氏
・
中な
か

山や
ま

尚ひ
さ

子こ

氏
が
議
会

の
選
挙
に
お
い
て
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

○
教
育
委
員
会
委
員
任
命
の
同
意
を

求
め
る
件

引
き
続
き
井い
の

上う
え

栄え
い

次じ

氏
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

選
任
の
同
意
を
求
め
る
件

引
き
続
き
福ふ
く

田だ

耕こ
う

三ぞ
う

氏
・
市い
ち

間ま

健け
ん

一い
ち

氏
・
前ま
え

田だ

敏と
し

彦ひ
こ

氏
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。 人

事
案
件

一
般
会
計
補
正
予
算

別
表
の
と
お
り
。

湯浅町人口ビジョン、
湯浅町版総合戦略策定

12月定例会には平成27年度一般会計補正予算、各特別会計補正予算、
条例制定、請願書など、議選 1件、議案 14件、請願 3件が提案されました。
審議の結果、原案の通り可決しました。

ふるさとまちづくり寄付金9,300万円増加
 平成27年度一般会計補正予算（第4号）9,821万9千円

（単位：万円）

※補正後の歳出合計は補正されていない項目も含めています。

項 目 補 正 額 補正後の額 説 明

総 務 費 5,421 74,278 ふるさと納税業務手数料など

民 生 費 3,816 211,056 障害者自立支援給付金、児童通所支援など

衛 生 費 105 84,545 共同浴場事業指定管理委託

農林水産業費 50 17,845 農地集積、集約化対策事業費補助金

土 木 費 167 30,791 なぎ大橋点検負担金

消 防 費 58 27,805 簡易消火栓用パイプ

教 育 費 204 54,393 私立幼稚園奨励金、消防点検業務

歳 出 合 計 9,821 606,374
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1 2 月 定 例 会

問
小
・
中
学
校
と
図
書
館
の
消
防

設
備
点
検
の
内
容
は

答
消
火
器
、
自
動
火
災
報
知
機
、

誘
導
灯
、
屋
内
消
火
栓
、
防
火
扉
、

非
常
警
報
機
等
の
点
検
で
す
。

過
疎
地
域
の
自
立
促
進
に
必
要
な

事
業
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
実
施

す
る
た
め
の
５
ヵ
年
の
計
画
を
策
定

す
る
も
の
で
す
。

問
過
疎
計
画
で
、
最
優
先
と
な
る

事
業
は
何
か

答
ハ
ー
ド
面
で
は
旧
庁
舎
の
解

体
、
旧
庁
舎
跡
地
の
観
光
レ
ク
レ
ー

シ
ョ
ン
施
設
が
最
優
先
に
な
り
ま
す
。

問
栖
原
区
の
浸
水
対
策
で
、
ポ
ン

プ
室
も
含
め
た
改
修
計
画
は
進
ん
で

い
る
の
か

答
今
、
資
料
を
作
成
中
で
す
。
出

来
次
第
地
元
の
方
へ
説
明
に
行
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
に
つ
い
て

問
ふ
る
さ
と
納
税
が
年
度
末
に

１
億
円
を
越
え
る
勢
い
と
聞
い
た
が

内
訳
は

答

12
月
１
日
現
在
、
合
計
９
，

３
０
０
万
円
納
税
を
頂
い
て
お
り
ま

す
。
そ
の
う
ち
、
７
，４
０
０
万
円
が

楽
天
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト

を
通
じ
て
の
申
し
込
み
で
す
。

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法(

※)

に
基
づ

く
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個

人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
制

定町
の
行
政
手
続
き
に
お
け
る
個
人

番
号
の
利
用
範
囲
な
ど
に
つ
い
て
必

要
な
事
項
を
新
た
に
定
め
る
も
の
で

す
。

○
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例

の
一
部
改
正

障
害
共
済
年
金
等
と
本
条
例
に
よ

る
傷
病
補
償
年
金
等
を
あ
わ
せ
て
受

給
す
る
場
合
の
根
拠
と
な
る
規
定
が

一
部
変
わ
る
た
め
に
改
正
す
る
も
の

で
す
。

○
財
政
調
整
基
金
の
設
置
、
管
理
及
び

処
分
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

歳
入
歳
出
決
算
剰
余
金
の
積
み
立

て
に
つ
い
て
、
全
額
積
み
立
て
と
し

て
い
た
も
の
を
繰
越
金
処
分
と
し
予

算
積
み
立
て
に
改
正
す
る
も
の
で
す
。

○
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
一
部
改
正

地
方
税
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令
の
施
行
に
伴
う
も
の

で
あ
り
、
納
付
書
等
に
法
人
番
号
を

記
載
す
る
と
し
て
い
た
部
分
を
削
除

す
る
も
の
で
す
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

※「
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別

す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法

律
」
の
名
称
を
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
」
と
省

略
し
て
い
ま
す
。

問
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
の
増
額
の

理
由
は

答
幼
稚
園
児
の
保
護
者
へ
の
助
成

金
で
す
。
国
が
示
す
補
助
限
度
額
の
増

加
及
び
期
間
拡
大
に
よ
り
、
対
象
者
が

８
名
増
え
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

問
個
人
番
号
通
知
の
約
１
割
が
郵

便
局
の
保
管
期
限
切
れ
で
役
場
に

戻
っ
て
き
た
と
の
報
告
で
あ
る
が
、

そ
の
後
の
処
理
は

答
居
住
確
認
の
う
え
で
本
人
に
取

り
に
来
て
も
ら
う
よ
う
お
願
い
し
、

そ
の
う
え
で
３
月
末
ま
で
は
保
管
し

て
、
来
な
い
場
合
は
廃
棄
処
分
し
ま

す
が
、
個
人
番
号
自
体
が
な
く
な
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ふるさと納税の記念品（一部）
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福
祉
産
業
建
設
常
任
委
員
会

人
権
推
進
特
別
委
員
会

○
介
護
報
酬
の
緊
急
再
改
定
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
書

○
「
企
業
・
団
体
等
に
よ
る
部
落
差

別
撤
廃
の
た
め
の
法
律
」
早
期
制

定
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求

め
る
請
願
書

○
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
対
策
に
つ
い
て

法
整
備
を
含
む
強
化
策
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
書

３
件
の
請
願
書
を
採
択
し
関
係
機

関
へ
意
見
書
を
送
付
し
ま
し
た
。

【
議  

題
】

○
職
員
人
権
研
修
の
報
告

○
町
民
人
権
学
習
会
の
進
捗
状
況

○
同
和
対
策
事
業
に
係
る
総
括
に

つ
い
て

問
以
前
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
同

和
問
題
の
総
括
に
つ
い
て
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か

答
人
権
施
策
推
進
拡
大
委
員
会
に

お
い
て
ま
と
め
て
お
り
、
最
終
段
階

ま
で
き
て
い
ま
す
。

○
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
（
※
）
施
行
に

伴
い
、
保
険
料
の
徴
収
猶
予
・
減
免

申
請
書
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
入
す

る
た
め
の
改
正
で
す
。

※「
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別

す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法

律
」
の
名
称
を
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
」
と
省

略
し
て
い
ま
す
。

問
国
民
健
康
保
険
税
を
減
額
す
る

理
由
は

答
軽
減
対
象
世
帯
の
増
加
に
よ
る

も
の
で
す
。
そ
の
分
、
国
・
県
か
ら

基
盤
安
定
負
担
金
が
繰
入
れ
さ
れ
る

た
め
、
歳
入
出
に
は
変
化
は
あ
り
ま

せ
ん
。

問
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の

健
診
受
診
者
数
を
増
や
す
に
は

答
住
民
へ
の
周
知
方
法
に
つ
い
て

検
討
を
重
ね
、
受
診
者
の
増
加
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

特
別
会
計
補
正
予
算

別
表
の
と
お
り
。

特別会計の補正予算特別会計の補正予算
会 計 名 補正額 補正後の予算額 説 明

国民健康保険事業 0 235,472 財源の組替え

後期高齢者医療 999 31,262 精算に伴う一般会計の繰出し金
や、人間ドッグ等の委託料

介護保険事業 633 135,724 特定入所者介護予防サービス費
等

（単位：万円）
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1 2 月 定 例 会

【
議  

題
】

○
旧
庁
舎
解
体
の
件

○
駅
前
周
辺
整
備
指
針
の
経
過

○
ゆ
あ
さ
海
の
駅
に
つ
い
て

問
旧
庁
舎
解
体
に
関
す
る
地
元
説

明
会
は
い
つ
頃
、
予
定
し
て
い
る
の
か

答
１
月
中
に
地
元
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

問
駅
前
周
辺
整
備
指
針
の
策
定
の

進
み
具
合
は

答
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
（
※
）
に

よ
り
業
者
が
決
定
し
、
計
画
の
策
定

を
行
っ
て
お
り
年
度
中
に
成
果
が
出

る
予
定
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
・

防
災
特
別
委
員
会

今後の活用が期待される ゆあさ海の駅（湯浅湾漁協周辺）

報
告
ゆ
あ
さ
海
の
駅
に
つ
い
て

は
、
民
間
主
導
に
よ
り
協
議
会
を
立

ち
上
げ
、
平
成
27
年
11
月
30
日
に
ゆ

あ
さ
海
の
駅
が
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

※
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
と
は

主
に
業
務
の
委
託
先
や
建
築
物
の
設
計
者
を
選

定
す
る
際
に
、
複
数
の
者
に
企
画
を
提
案
し
て

も
ら
い
、
そ
の
中
か
ら
優
れ
た
提
案
を
行
っ
た

も
の
を
選
定
す
る
こ
と
。

12 月定例会
審
議
結
果

議 案 名 等

石
橋 

千
歌
子

小
松 

英
夫

松
本 

光
成

石
本 

一
也

横
矢 

政
明

山
家 

敏
宏

山
田 

真
里

由
良 

祥
治

山
本 

年
哲

松
本 

典
久

可 教育委員会委員任命の同意を求める件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 固定資産評価審査委員会委員選任の同意を求める件（3件） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個
人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 消防団員等公務災害補償条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 財政調整基金の設置､管理及び処分に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 税条例等の一部を改正する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 介護保険条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 過疎地域自立促進計画について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 平成27年度一般会計補正予算（第4号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 平成27年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第3号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 平成27年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 平成27年度介護保険事業特別会計補正予算（第2号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 平成26年度各会計決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 介護報酬の緊急再改定を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

可 ｢企業･団体等による部落差別撤廃のための法律｣の早期制定を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 ヘイトスピーチ対策について法整備を含む強化策を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（注）松本典久議員は議長のため、裁決に加わらない。○は賛成、●は反対、－は退席
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1 2 月 定 例 会

問
課
税
客
体
の
強
化
に
よ
っ
て
歳

入
を
増
や
す
た
め
に
各
課
で
総
括

し
、
再
度
中
身
の
検
討
が
必
要
で
は

な
い
か

答
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
決

算
の
比
較
を
総
括
し
て
い
ま
す
。
全
職

員
を
対
象
に
平
成
26
年
度
の
財
政
状
況

を
説
明
し
、
各
課
で
こ
の
こ
と
を
踏
ま

え
、
予
算
編
成
に
臨
ん
で
も
ら
う
よ
う

支
持
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
課
長
に

よ
る
財
政
健
全
化
委
員
会
を
開
催
し
、

財
源
対
策
を
検
討
し
ま
す
。

問
各
基
金
の
中
に
時
代
経
過
と
共

に
存
在
が
問
わ
れ
て
い
る
も
の
が
出

て
き
て
い
る
の
で
、
必
要
な
も
の
と

不
必
要
な
も
の
を
区
別
し
て
、
町
民

が
見
て
も
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
し

て
は
ど
う
か

答
必
要
で
な
い
基
金
に
つ
い
て
は

廃
止
も
含
め
て
検
討
し
た
い
と
思
い

ま
す
。 質

疑

問
国
保
の
基
金
１
億
１
５
０
０
万

円
あ
り
ま
す
が
、
値
上
げ
を
し
な
い

で
何
年
ぐ
ら
い
い
け
る
の
か

答
平
成
20
年
度
に
値
上
げ
を
し
て

か
ら
税
率
は
改
正
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
限
度
額
は
地
方
税
法
の
改
正
に

伴
い
変
更
し
て
い
ま
す
。
１
人
当
た

り
の
給
付
費
は
上
昇
傾
向
に
あ
る
の

で
油
断
は
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
が
、
今
の
と
こ
ろ
値
上
げ
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

問
農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ
い

て
、
基
金
が
枯
渇
し
た
か
ら
起
債
が

終
わ
る
ま
で
単
に
一
般
会
計
か
ら
繰

入
れ
る
の
で
は
な
く
、
当
初
計
画
と

ど
こ
が
ず
れ
て
い
る
の
か
、
現
実
的

な
金
額
を
出
し
て
対
応
す
べ
き
で
な

い
か答

安
易
に
繰
り
入
れ
る
の
で
は
な

く
、
今
後
も
抜
本
的
に
考
え
な
が
ら

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

平成 26 年度決算認定特別委員会委員長報告（抜すい）
委員長 石橋 千歌子

平成 26 年度決算状況は、一般会計及び 6特別会計となっています。
今年度は一般会計と 4特別会計が黒字となっていますが、住宅新築資金等特別会計、駐車場特
別会計の 2特別会計につきましては、赤字となっており、翌年度より繰上げ充用をして決算を締
めています。
普通会計（一般会計・同和対策住宅新築資金等）ベースでは、2年ぶりに黒字となりました。黒
字となった要因としましては、財政調整基金や減債基金の取り崩し、過疎地域に指定されたこと
に伴う過疎債の借入れ、開発公社の破産に伴う配当金などによるものです。
他にも様々な意見・質疑等が出されましたが、本特別委員会は慎重に審査した結果、各会計の
決算は委員全委員認定と決しましたので、報告申し上げます。

会 計 名 歳 入 歳 出 翌年度へ繰り
越すべき財源 実質収支

一 般 会 計 764,730 727,216 4,253 33,261

同和対策住宅新築資金等
国 民 健 康 保 険 事 業
駐 車 場 事 業
農 業 集 落 排 水 事 業
介 護 保 険 事 業
後 期 高 齢 者 医 療

7,612
199,470

876
3,969

130,593
30,507

37,917
189,281
16,689
3,969

129,101
30,474

△ 30,305
10,189

△ 15,813
0

1,492
33

平成 26 年度 決算総括表

特

別

会

計

決
算
認
定

特
別
委
員
会

（単位：万円）
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「企業・団体等による部落差別撤廃のための法律」の早期制定を求める意見書

人権は、すべての人が生まれながらにして持っている誰からも侵されることのない権利であり、社会的身分、門地、人種、
信条または性別などによって差別することは決して許されないということが日本国憲法や各種法律によって保障されている。
しかしながら、部落出身者や障がい者、外国人、ＨＩＶ感染者等への差別、児童・高齢者等への虐待、ＤＶなどの様々な人
権侵害事件が依然として多発しており、それらを抑止し被害者を救済するための実効的な法整備が急務の課題となっている。
特に部落差別については、封建社会の中で生まれ何百年も差別が継続している非常に根深い問題であり、近年においても多
くの差別事件が発生していることから、その解決に向け一歩でも前進するためには、部落問題に特化した法律が必要である。
例えば、一部週刊誌による部落差別を助長する報道事件では、裁判により和解がなされ、個人としては法的に解決に至ったが、
被差別部落として名指しされた地区の人々にとっては許しがたい差別を受けたという実態だけが残り、何も解決されることな
く放置されている。また、インターネット上での差別書き込みや不動産会社による土地差別調査などの差別事象も後を絶たな
い状況である。
このような深刻な状況であるにもかかわらず、部落差別についてはこれに対応する法律が存在しないのが現状であり、特に
企業・団体による差別行為は社会的影響が大きく看過できないものであるため、個別の法律により抑止することが重要である。
よって、国においては、「企業・団体等による部落差別撤廃のための法律」を早期に制定するように強く要望する。
以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出する。
	  平成 27 年 12 月 18 日

［提出先］ 内閣総理大臣・総務大臣・法務大臣� 湯浅町議会 議長 松本 典久

意   見   書

ヘイトスピーチ対策について法整備を含む強化策を求める意見書

近年、一部の国や民族あるいは特定の国籍の外国人を排斥する差別的言動（ヘイトスピーチ）が、社会的関心を集めています。
昨年、国際連合自由権規約委員会は、「あらゆる形態の人種差別の撤廃に関する国際条約（人種差別撤廃条約）」上の人種差
別に該当する差別的言動の広がりに懸念を示し、締約国である日本に対し、このような差別的言動に対処する措置を採るべき
との勧告をしました。
さらに、国際連合人種差別撤廃委員会も日本に対し、法による規制を行うなどのヘイトスピーチへの適切な対処に取り組む
ことを強く求める勧告を行っています。
最近では、京都地方裁判所及び大阪高等裁判所において行われた、特定の民族 ･国籍の外国人に対する発言に関する事件に
ついて違法性を認めた判決を、最高裁判所が認める決定を下しました。
ヘイトスピーチは、社会の平穏を乱し、人間の尊厳を侵す行為として、それを規制する法整備がされている国もあります。
我が国、国民のマイノリティに対する意識、そして今後の日本社会のあり方に関わる問題と捉えている。2020 年には東京オリ
ンピック・パラリンピック競技大会が開催されますが、ヘイトスピーチを放置することは国際社会における我が国への信頼を
失うことにもなりかねません。
よって、国においては表現の自由に十分な配慮をしつつも、ヘイトスピーチ対策について、法整備を含む強化策を速やかに
検討し、実施することを強く求めます。
以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出する。
	 平成 27 年 12 月 18 日

［提出先］ 内閣総理大臣・法務大臣� 湯浅町議会 議長 松本 典久

介護報酬の緊急再改定を求める意見書

2015 年 4 月に改定された介護報酬は、ほぼ全てのサービスで基本報酬が引下げ（2.27%）となりました。改定では重点化さ
れた認知症・中重度の利用者に対応する加算（0.56%）や介護職員の処遇改善加算（1.65%）が設けられましたが、これらを除
けばマイナス 4.48% とかつてない大幅なマイナスとなっています。とりわけ、デイサービスや特別養護老人ホームではマイナ
スによる影響は大きく、全国各地で、「採算」の合わない事業所の閉鎖・事業からの撤退も起き始めており、今回の介護報酬改
定が住民から介護サービスを奪う事態を引き起こすことは明らかです。
誰もが安心して利用できる介護制度の実現をするために、下記事項について要望致します。

1． 介護事業者と介護労働者が充実したサービスを提供できるよう、介護報酬を大幅に引き上げる緊急再改定を行うこと。

以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出します。
	  平成 27 年 12 月 18 日

［提出先］ 内閣総理大臣・財務大臣・厚生労働大臣� 湯浅町議会 議長 松本 典久

下記の意見書 3件を可決し、関係機関へ送付しました。
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一  般  質  問

認
知
症
は
脳
の
障
害
に
よ
る
病
気

で
誰
も
が
か
か
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

が
、
根
本
的
な
治
療
法
が
な
く
早
期
発

見
に
よ
り
適
切
な
支
援
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
重
要
。
専
門
医
・
行
政
・
医
師
会
・

現
場
の
福
祉
の
方
々
の
協
力
の
も
と
、

認
知
症
予
防
と
啓
発
活
動
の
推
進
で
目

の
細
か
い
ネ
ッ
ト
で
予
防
の
輪
を
拡
げ

る
こ
と
が
大
事
。

切
羽
詰
っ
た
現
実
に
認
知
症
予
防
に

活
躍
す
る
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
認
知
症
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
導
入
を
。

健康長寿のまちづくり
①タッチパネル式機器活用で認知症の早期発見
②ピロリ菌感染検査で胃がん予防
③「がん教育」で生命の大切さを

石橋 千歌子 議員

答
弁（
健
康
福
祉
課
長
）

答
弁（
健
康
福
祉
課
長
）

議
員
指
摘
の
通
り
「
認
知
症
で
な
い

か
心
配
。」、「
介
護
で
困
っ
て
い
る
。」

な
ど
の
相
談
が
増
加
傾
向
。
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
が
中
心
に
な
り
和
医
大

脳
神
経
外
科
医
の
協
力
の
も
と
「
認
知

症
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
用
い
た
教
室
、

介
護
予
防
運
動
を
実
施
ま
た
、
認
知
症

を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
の
啓
発
と
し

て「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座
」を
開
催
。

今
後
は
、
専
門
医
と
相
談
し
な
が
ら

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
認
知
症
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
機
器
を
愛
・
あ
い
ま
つ
り
等
の
イ

ベ
ン
ト
で
活
用
す
る
等
前
向
き
に
検
討

し
ま
す
。

国
際
が
ん
研
究
機
関
は
、「
全
世
界

の
胃
が
ん
の
約
８
割
が
ピ
ロ
リ
菌
感
染

が
原
因
で
予
防
対
策
は
ピ
ロ
リ
菌
除
菌

を
中
心
に
す
べ
き
」
と
発
表
。

ピ
ロ
リ
菌
感
染
は
血
液
検
査
や
尿
素

呼
気
検
査
と
い
っ
た
簡
単
な
検
査
で
調

べ
ら
れ
ま
す
。
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
予
防
医
療
と
し
て
ピ
ロ
リ
菌

感
染
検
査
の
実
施
を
。

指
摘
の
通
り
、
ピ
ロ
リ
菌
感
染
は
胃

が
ん
に
な
る
一
つ
の
要
因
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

厚
生
労
働
省
が
ピ
ロ
リ
菌
検
査
を
50

歳
以
上
に
実
施
す
る
こ
と
を
推
奨
し
て

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
後
は
国
の
科

学
的
検
証
に
基
づ
き
実
施
の
方
向
で
検

討
し
ま
す
。

２
人
に
１
人
が
が
ん
に
か
か
る
時

代
。
子
ど
も
た
ち
が
が
ん
に
関
す
る
正

し
い
知
識
を
身
に
つ
け
る
た
め
、
ま
た

保
護
者
へ
の
波
及
効
果
に
よ
り
検
診
率

向
上
が
期
待
で
き
る
、
学
校
現
場
で
の

質
の
高
い
「
が
ん
教
育
」
に
つ
い
て
の

進
捗
状
況
は
？

答
弁（
教
育
次
長
）

学
校
に
お
い
て
が
ん
を
取
り
上
げ
た

教
育
を
す
る
こ
と
は
、
健
康
教
育
や
命

の
尊
さ
を
考
え
る
上
で
意
義
の
あ
る
こ

と
。国

や
県
、
先
進
自
治
体
の
動
向
を
注

視
し
、
児
童
生
徒
の
実
態
に
応
じ
た
が

ん
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
小
中
学

校
や
振
興
局
、
健
康
福
祉
課
と
も
連
携

し
、よ
り
具
体
的
に
検
討
を
進
め
ま
す
。

質
問
①

質
問
②

質
問
③
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一  般  質  問

答
弁（
住
民
環
境
課
長
）

今
も
県
内
で
は
橋
本
の
土
地
差
別
事

件
を
始
め
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
ま
だ
ま

だ
同
和
問
題
に
か
か
る
差
別
が
残
っ
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

湯
浅
町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を

講
じ
て
い
く
の
か
。

安全・心なまちづくりについて
①人権が守られる町
②防災の取り組み
③就労・仕事保障について

石本 一也 議員

も
っ
と
踏
み
込
ん
だ
対
策
を
す
べ

き
で
あ
る
。
避
難
困
難
者
が
遠
く
へ
逃

げ
る
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ

る
。
近
場
で
逃
げ
ら
れ
る
津
波
避
難

シ
ェ
ル
タ
ー
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁（
町
長
）

答
弁（
町
長
）

障
が
い
者
、
高
齢
者
な
ど
の
避
難
困

難
者
へ
の
対
策
に
つ
い
て
、
湯
浅
町
と

し
て
い
ろ
ん
な
形
で
取
り
組
ん
で
く
れ

て
い
る
が
、
地
域
の
活
動
に
も
参
加
で

き
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
孤
立
化
さ

せ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
地
域

活
動
の
中
で
何
が
で
き
る
の
か
お
伺
い

し
た
い
。

何
箇
所
か
へ
の
シ
ェ
ル
タ
ー
の
設
置

を
今
年
度
中
に
計
画
し
て
ほ
し
い
。
そ

う
い
う
安
心
を
つ
く
る
こ
と
が
ま
ち
づ

く
り
に
つ
な
が
る
。
そ
の
点
を
お
願
い

し
た
い
。

答
弁（
総
務
課
長
）

答
弁（
総
務
課
長
）

答
弁（
総
務
課
長
）

質
問
①

質
問
②

質
問
③

再
質
問

再
質
問

再
質
問

人
権
問
題
全
般
の
中
で
進
め
て
い
く

の
は
難
し
い
。
同
和
問
題
に
特
化
し
た

方
針
で
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。
条
例
の

中
で
差
別
を
許
さ
な
い
規
制
を
す
る
と

い
う
踏
み
込
ん
だ
改
正
を
す
べ
き
。

同
和
問
題
に
か
か
る
悲
し
い
出
来
事

は
後
を
絶
た
な
い
現
状
で
あ
る
。
毎
年

の
町
民
人
権
学
習
会
が
一
番
効
果
的
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
児
童
か
ら

高
齢
者
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
世
代
に
応

じ
た
啓
発
活
動
を
継
続
的
に
実
施
し
て

い
る
。
今
後
も
継
続
的
に
取
り
組
む
こ

と
で
、
同
和
問
題
に
対
す
る
認
識
を
深

め
て
い
く
よ
う
に
し
た
い
。

国
の
法
整
備
に
向
け
た
動
き
も
あ

り
、
町
と
し
て
も
人
権
を
大
切
に
す
る

ま
ち
づ
く
り
条
例
を
見
直
す
時
期
に
き

避
難
困
難
者
の
対
策
が
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
安
全
な

場
所
ま
で
逃
げ
る
た
め
に
地
区
ご
と
の

避
難
計
画
を
策
定
し
た
り
、
自
主
防
災

組
織
や
消
防
団
等
と
の
連
携
の
強
化
と

い
っ
た
施
策
を
今
後
も
検
討
し
て
い
き

た
い
。

要
望

津
波
避
難
シ
ェ
ル
タ
ー
の
設
置
は
最

以
前
質
問
し
た
公
契
約
条
例
に
つ
い

て
制
定
し
て
は
ど
う
か
。

質
の
良
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
こ
と
が
町
の
役
目
で
あ
り
、
そ
れ
ら

の
業
務
に
従
事
さ
れ
る
労
働
者
の
生
活

が
安
定
す
る
こ
と
は
地
域
経
済
に
と
っ

て
プ
ラ
ス
に
作
用
す
る
の
で
、
今
後
も

引
き
続
き
検
討
し
た
い
。

て
い
る
の
で
検
討
し
た
い
。

公
契
約
条
例
を
設
置
し
て
い
る
自
治

体
を
見
に
行
っ
て
、
情
報
収
集
を
し
て

踏
み
込
ん
だ
検
討
を
。

終
的
に
逃
げ
遅
れ
た
と
き
の
避
難
手
段

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
も
検

討
し
て
い
き
た
い
。

設
置
し
て
い
る
自
治
体
へ
担
当
者
を

勉
強
に
行
か
せ
た
い
。
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一  般  質  問

な
ぎ
の
里
球
場
と
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
の
改
修
工
事
費
約
３
億
５
千
万
円

か
け
て
造
っ
た
国
体
会
場
の
今
後
の
有

効
利
用
は
。

①国体で使用したスポーツ施設の今後の活用について
②町民の声を町政に反映する方法について
③駅前周辺整備について
④町民・住民との約束について
⑤過疎地域自立促進計画について
⑥町の活性化と防災について
⑦高齢者の健康長寿について
⑧全国学力調査の結果について

横矢 政明 議員

質
問
①

質
問
②

質
問
③
の
報
告

質
問
④

質
問
⑤

質
問
⑥

質
問
⑦

質
問
⑧

答
弁（
町
長
）

答
弁（
町
長
）

答
弁（
町
長
）

答
弁（
町
長
）

答
弁（
町
長
）

答
弁（
町
長
）

答
弁（
町
長
）

多
く
の
皆
さ
ん
に
使
っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
閲
覧
で
き
る
場
所
を
図
書
館
な

ど
検
討
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

旧
庁
舎
解
体
工
事
に
か
か
る
問
題
と

し
て
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
つ
い
て
は
母
子
セ

ン
タ
ー
で
使
用
し
て
お
り
、
地
元
説
明
会

は
来
年
一
月
中
に
実
施
し
ま
す
と
説
明
が

あ
り
ま
し
た
こ
と
を
報
告
し
ま
す
。

住
民
と
町
長
と
の
約
束
事
は
今
の
と

こ
ろ
分
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
今

後
引
き
続
き
確
認
を
と
っ
て
い
き
ま
す
。

計
画
の
優
先
順
位
は
。
補
助
金
が
つ

か
な
く
て
も
優
先
的
に
進
め
な
く
て
は

な
ら
な
い
の
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
そ

れ
は
何
な
の
か
。

ど
れ
を
優
先
的
に
や
る
か
と
い
う
こ

と
は
そ
の
時
の
国
の
施
策
の
動
き
、
町

と
し
て
の
問
題
、
そ
の
辺
を
精
査
し
て

議
員
の
皆
さ
ん
と
相
談
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

意
見
を
求
め
る
内
容
を
知
る
の
に
湯

浅
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
役
場
で
閲
覧

し
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
す
が
、
家
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
方
法
が
な
く
、

役
場
ま
で
遠
く
感
じ
て
る
町
民
の
参
加

は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

活
性
化
と
防
災
は
矛
盾
す
る
と
思

う
。
景
観
と
防
災
面
を
兼
ね
た
電
柱
・

電
線
の
地
下
埋
設
や
避
難
路
と
道
路
拡

張
を
兼
ね
た
道
路
づ
く
り
な
ど
か
ら
進

め
る
べ
き
で
は
。

り
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

高
齢
者
の
方
々
の
豊
か
な
経
験
と
技

能
を
活
か
す
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
設
置
を
し
て
は
ど
う
か
。

湯
浅
町
の
子
ど
も
達
は
ど
の
位
置
に

あ
る
の
か
。
高
校
進
学
が
地
元
耐
久
へ

と
続
く
よ
う
に
行
政
と
し
て
手
助
け
を

す
べ
き
と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の
考
え

は
。

有
衛
を
建
設
す
る
時
に
湯
浅
町
長
と
地

順
位
を
つ
け
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
る

と
い
う
こ
と
も
理
解
し
て
頂
き
た
い
。

財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
バ
ラ
ン
ス
を
と

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
設
立
を

検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

答
弁（
教
育
次
長
）

元
住
民
と
の
約
束
に
つ
い
て
の
状
況
は
。

小
学
校
６
年
生
、
中
学
校
３
年
生
の

調
査
結
果
は
中
学
３
年
生
の
２
教
科
以

外
全
て
全
国
、
和
歌
山
県
の
平
均
正
答

率
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

耐
久
を
思
う
心
は
地
元
の
人
間
と
し

て
大
事
だ
と
思
う
。
昔
の
名
門
耐
久
に

戻
る
よ
う
に
皆
と
一
緒
に
努
力
を
し
て

い
き
た
い
。
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一  般  質  問

来
年
度
予
算
編
成
方
針
は
、
一
般
財

源
等
の
各
課
へ
の
配
分
を
具
体
的
に
示

す
き
び
し
い
内
容
で
す
が
、
生
活
弱
者

を
は
じ
め
町
民
の
安
全
や
く
ら
し
を
守

る
予
算
の
確
保
を
求
め
ま
す
。

・
買
い
物
等
の
移
動
手
段
が
自
転
車
の

高
齢
者
に
は
、
少
し
の
段
差
で
も
危

険
で
す
。
町
内
各
所
道
路
改
修
費
の

確
保
を
。

・
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
が
曇
っ
て
い
た
り
、

霜
が
つ
い
て
見
え
に
く
い
と
こ
ろ
の

改
善
策
。

・
地
域
経
済
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る

敬
老
祝
い
金
の
継
続
を
。

ま
た
今
年
、
み
ん
な
の
協
力
で
国
体

を
成
功
さ
せ
た
感
動
を
ま
ち
づ
く
り
に

生
か
す
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
に
照

ら
し
た
積
極
的
な
予
算
確
保
を
提
案
し

ま
す
。

①来年度予算編成について
②ホームページの内容と運営
③ごみの分別収集について
④地域ケアシステムの構築

山田 真里 議員

質
問
①

質
問
②

質
問
③

質
問
④

平
成
28
年
度
は
、
町
独
自
の
扶
助
費

等
の
予
算
確
保
に
努
め
ま
す
。

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
は
、
区
や
警
察
と

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
の
充
実
に

は
、体
制
の
整
備
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

答
弁（
総
務
課
長
）

質
問
③
・
要
望

い
ま
検
討
中
の
１
市
３
町
の
新
ご
み

処
理
施
設
で
は
、
今
後
、
各
家
庭
か
ら

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
平
準
化
が
求

め
ら
れ
る
た
め
、
飲
食
物
の
残
留
を
な

く
す
等
の
周
知
徹
底
が
必
要
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

粗
大
ご
み
は
、
年
１
回
民
間
業
者

に
依
頼
し
、
個
人
負
担
で
収
集
し
て
い

ま
す
。
指
定
場
所
へ
持
参
が
原
則
で
す

が
、
高
齢
者
等
に
対
し
て
は
町
が
回
収

に
伺
っ
て
い
ま
す
。
収
集
回
数
に
つ
い

て
は
、
民
間
業
者
と
の
協
議
が
必
要
な

た
め
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
度
の
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
新
装
の

機
会
に
、
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
ペ
ー

ジ
に
「
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
掲
載
し
、

各
自
で
印
刷
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
広
報
に
よ
る
ご
み
に

関
す
る
啓
発
の
強
化
を
要
望
し
ま
す
。

連
携
し
日
常
の
点
検
に
努
め
る
と
と
も

に
、
町
民
か
ら
の
相
談
に
も
応
じ
て
い

き
ま
す
。

答
弁（
ま
ち
づ
く
り
企
画
課
長
）

湯
浅
町
に
行
き
た
い
、
住
み
た
い
と

思
っ
て
も
ら
え
る
内
容
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
ま
し
た
。
更
新
作
業
も
改
善
し
、

今
後
、
内
容
充
実
へ
各
課
に
指
導
し
て

い
き
ま
す
。

町
民
の
協
力
を
得
る
ご
み
分
別
の

徹
底
で
減
量
化
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
と
し
て
、
粗
大
ご
み

の
個
別
収
集
を
始
め
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

平
成
26
年
度
の
一
般
廃
棄
物
は

８
１
２
ト
ン
で
、
昨
年
、
一
昨
年
と
比

較
し
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

答
弁（
住
民
環
境
課
長
）

紙
面
の
都
合
で
割
愛
し
ま
す
。
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答
弁（
総
務
課
長
）

答
弁（
総
務
課
長
）

答
弁（
総
務
課
長
）

答
弁（
総
務
課
長
）

要
望

要
望

山家 敏宏 議員

防
災
の
観
点
か
ら
湯
浅
町
の
取
り
組

み
に
よ
り
、
か
な
り
有
効
な
法
律
だ
と

考
え
ま
す
が
、
湯
浅
町
の
取
り
組
み
状

況
を
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

①危険空き家対策の取り組み状況
②湯浅中央公民館についての町の方針
③観光客誘致の為に一文字防波堤利用について
④旧庁舎解体の進捗状況

質
問
①

質
問
②

質
問
③

質
問
④

津
波
が
起
こ
っ
た
際
、
ま
た
通
常
時

で
も
モ
ル
タ
ル
等
が
落
下
す
る
危
険
が

あ
る
の
で
早
急
に
撤
去
す
る
責
任
が
あ

り
ま
す
。
町
と
し
て
は
「
出
来
る
だ
け

早
く
具
体
的
な
対
策
を
講
じ
ら
れ
る
よ

う
調
整
中
の
た
め
、
も
う
し
ば
ら
く
時

間
を
い
た
だ
き
た
い
」
と
の
返
答
で
し

た
が
、
そ
の
後
の
状
況
は
？

ま
た
、
売
却
の
場
合
は
解
体
す
る
旨

の
条
件
を
つ
け
る
の
か
？

自
然
を
生
か
し
て
、
一
文
字
防
波
堤

を
釣
り
客
（
釣
堀
等
）
の
為
に
利
用
し

た
ら
観
光
客
誘
致
に
有
効
だ
と
考
え
ま

す
。
伝
建
地
区
の
観
光
と
あ
わ
せ
て
、

家
族
で
宿
泊
し
て
ゆ
っ
く
り
楽
し
め
る

と
思
う
の
で
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？防

波
堤
は
和
歌
山
県
が
管
理
し
て
い

ま
す
。

湯
浅
町
、
広
川
町
、
漁
協
と
の
三
者

で
今
後
の
進
め
方
を
協
議
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

一
文
字
防
波
堤
を
観
光
資
源
の
ひ
と

つ
と
し
て
利
用
す
る
た
め
、
今
後
に
お

い
て
も
関
係
機
関
と
協
議
を
重
ね
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

近
隣
建
物
の
現
況
調
査
を
、
地
元
説

明
会
実
施
後
に
行
い
、
そ
の
後
に
解
体

工
事
に
着
手
し
ま
す
。

説
明
会
の
時
期
で
す
が
、
年
内
に
入
札

に
よ
り
解
体
業
者
が
決
ま
る
為
、
年
明
け

に
は
地
元
説
明
会
を
行
う
予
定
で
す
。

答
弁（
産
業
観
光
課
長
）

全
国
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
危
険

な
空
き
家
は
、
避
難
路
を
ふ
さ
い
で
し

ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
個
別
の

対
応
に
と
ど
ま
ら
ず
、
空
家
等
対
策
計

画
を
出
来
る
だ
け
早
急
に
策
定
し
た
上

で
、
総
合
的
な
施
策
を
行
う
方
向
で
考

え
て
お
り
ま
す
。

放
置
す
る
の
は
危
険
で
あ
る
と
認
識

解
体
に
よ
り
近
隣
家
屋
に
影
響
が
な

い
か
調
べ
る
た
め
に
、
近
隣
建
物
の
現
況

調
査
を
行
う
の
か
ど
う
か
、
ま
た
行
う
の

で
あ
れ
ば
住
民
説
明
会
で
調
査
の
範
囲

を
説
明
す
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
が
？

ま
た
、
地
元
説
明
会
は
い
つ
す
る
の

で
す
か
？

説
明
会
で
は
地
元
の
方
に
納
得
し
て
い

た
だ
け
る
様
な
、説
明
会
を
し
て
下
さ
い
。

丁
寧
に
納
得
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
説

明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

し
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
売
却
に
向
け
て
、
手
続
き
を

進
め
て
い
ま
す
。

売
却
時
に
は
耐
震
補
強
を
す
る
の

か
、
解
体
す
る
の
か
条
件
を
つ
け
て
売

却
を
す
る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。
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犯
罪
の
起
き
に
く
い
町
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
上
で
、
読
ん
で
字
の
ご
と
く

防
犯
カ
メ
ラ
は
犯
罪
の
防
止
と
犯
罪
の

捜
査
等
へ
の
効
果
は
非
常
に
大
き
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。
湯
浅
町
の
宝
で
あ
る

子
ど
も
達
を
守
る
た
め
に
も
、
又
観
光

立
町
を
目
指
す
た
め
に
も
是
非
必
要
で

あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
ど
う
で
す
か
。

これからのまちづくりについて
①防犯カメラ設置で安心・安全なまち湯浅
②人口減少とコンパクトシティ
③その他（ふるさと納税）

松本 光成 議員

答
弁（
総
務
課
長
）

答
弁（
総
務
課
長
）

痴
漢
防
止
や
交
通
事
故
（
ひ
き
逃
げ

等
）
処
理
対
策
に
も
大
き
な
効
果
が
発

揮
で
き
る
。
な
お
、
民
間
が
設
置
さ
れ

る
場
合
は
補
助
金
を
定
め
て
は
ど
う
か
。

私
は
以
前
か
ら
湯
浅
の
ま
ち
は
歴
史

と
文
化
と
自
然
豊
か
で
災
害
の
少
な
い

地
理
的
条
件
の
整
っ
た「
趣
の
あ
る
町
」

だ
な
と
思
っ
て
お
り
、
特
産
物
が
豊
富

で
面
積
の
小
さ
い
町
に
こ
れ
だ
け
色
々

な
機
関
が
完
璧
に
揃
っ
て
い
る
の
は
、

多
分
湯
浅
だ
け
で
は
な
い
か
な
と
自
負

し
て
お
り
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
が
出

来
上
が
っ
て
い
ま
す
。
宝
の
持
ち
腐
れ

に
な
ら
な
い
よ
う
、
あ
の
手
こ
の
手
を

使
っ
て
湯
浅
の
魅
力
を
町
内
外
へ
発
信

し
て
は
ど
う
で
す
か
。

ま
た
、
東
京
都
の
杉
並
区
が
静
岡
県

南
伊
豆
町
と
交
流
し
て
高
齢
者
の
地
方

移
住
支
援
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
と

い
う
事
例
が
あ
り
ま
す
。
今
後
「
シ
ニ

ア
世
代
の
住
み
や
す
い
町
」
と
し
て
参

考
に
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

施
設
・
商
店
等
生
活
す
る
上
で
必
要
な

機
関
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
全
て
揃
い
、
便

利
で
住
み
や
す
く
、
自
然
や
歴
史
的
文

化
な
ど
県
内
外
に
誇
れ
る
多
く
の
素
材

が
存
在
し
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
魅
力
あ

る
点
を
ふ
る
さ
と
納
税
や
移
住
相
談
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ
て
、
あ

ら
ゆ
る
機
会
に
湯
浅
の
素
晴
ら
し
さ
、

住
み
や
す
さ
を
町
内
外
に
発
信
し
、
人

口
増
加
に
繋
げ
た
い
。

９
月
議
会
以
降
、
寄
付
金
額
が
増
え

て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
が
。

12
月
17
日
現
在
、
約
１
億
１
千
２
百

万
円
で
す
。

公
共
的
な
目
的
で
あ
れ
ば
、
検
討
し

リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
も
ら
う
の
が

一
番
大
事
で
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
必
要

で
は
。

質
問
②

現
在
、
新
庁
舎
の
内
部
及
び
そ
の
周

囲
、
旧
庁
舎
付
近
２
台
、
駅
前
駐
車
場

入
り
口
２
台
、
な
ぎ
公
園
ト
イ
レ
前
１

台
を
町
で
設
置
し
て
お
り
、今
後
も
小
・

中
学
生
の
通
学
路
等
に
計
画
的
に
設
置

す
る
方
向
で
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

答
弁（
町
長
）

答
弁（
町
長
）

答
弁（
ま
ち
づ
く
り
企
画
課
長
）

事
務
の
効
率
化
と
併
せ
、
増
員
も
検

討
し
た
い
。

議
員
ご
意
見
の
通
り
、
湯
浅
町
に
は

各
種
官
公
庁
を
は
じ
め
、
医
療
・
福
祉

た
い
。

質
問
①

再
質
問

再
質
問

質
問
③
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一  般  質  問

町
営
住
宅
に
住
む
老
人
か
ら
相
談
を

受
け
た
話
で
す
が
「
町
の
方
か
ら
町
営

住
宅
入
居
者
収
入
申
告
書
が
送
付
し
て

き
た
が
、
今
年
は
青
木
の
本
庁
舎
ま
で

行
き
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
て
大
変
だ
っ
た
。
毎
年
国
道
を
渡

り
本
庁
舎
ま
で
手
続
き
を
し
に
行
く
の

は
年
寄
り
に
は
シ
ン
ド
イ
。
何
と
か
な

ら
な
い
か
」
と
相
談
を
受
け
ま
し
た
。

議
員
ご
指
摘
の
よ
う
に
駅
前
連
絡
所

の
設
置
目
的
で
も
あ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス

駅前連絡所で町営住宅の
入居者収入申告書の受付を

町
営
住
宅
に
住
む
一
老
人
の
相
談
で
す

が
こ
の
老
人
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
町

営
住
宅
に
住
む
多
く
の
老
人
に
共
通
す

る
問
題
と
し
て
捉
え
今
日
の
一
般
質
問

に
な
っ
た
訳
で
す
。
そ
こ
で
私
か
ら
の

提
案
で
す
が
来
年
度
か
ら
は
町
営
住
宅

の
入
居
者
収
入
申
告
書
の
受
付
を
本
庁

舎
と
湯
浅
町
駅
前
連
絡
所
の
両
庁
舎
で

受
付
を
で
き
る
体
制
に
す
る
事
を
提
案

い
た
し
ま
す
。
既
に
湯
浅
町
駅
前
連
絡

所
で
は
入
居
者
収
入
申
告
書
に
必
要
な

添
付
書
類
で
あ
る
住
民
票
と
納
税
証
明

書
の
発
行
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
し
又
、

湯
浅
町
駅
前
連
絡
所
の
設
置
目
的
で
も

あ
る
庁
舎
の
移
転
に
伴
い
旧
役
場
周
辺

地
域
の
町
民
へ
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
を
防
ぐ
事
に
も
繋
が
る
と
私
は
思
い

ま
す
が
当
局
の
考
え
を
お
聞
か
せ
願
い

ま
す
。

山本 年哲 議員

質
問

答
弁（
建
設
課
長
）

要
望今

回
は
町
営
住
宅
に
住
む
人
の
手
続

き
を
取
り
上
げ
ま
し
た
が
他
の
行
政
手

続
き
で
も
駅
前
連
絡
所
を
活
用
し
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

駅前多目的広場

受付カウンター

の
低
下
を
防
ぎ
入
居
者
の
利
便
性
の
向

上
を
図
る
た
め
次
年
度
以
降
は
入
居
申

告
の
受
付
を
役
場
庁
舎
と
駅
前
連
絡
所

の
２
カ
所
で
実
施
で
き
る
よ
う
考
え
て

お
り
ま
す
。
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一  般  質  問

町有財産の有効活用について

由良 祥治 議員

を
目
的
と
し
て
、
地
元
企
業
の
工
場
誘

致
が
決
定
し
ま
し
た
。
北
谷
に
つ
き
ま

し
て
も
、
有
効
活
用
を
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答
弁（
総
務
課
長
）

普
通
財
産
の
有
効
活
用
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
港
の
旧
中
央

公
民
館
、
港
保
育
所
跡
地
、
大
宮
通
の

旧
湯
浅
広
川
消
防
組
合
庁
舎
、
旧
本
町

老
人
憩
い
の
家
、
宮
西
の
商
工
会
西
側

の
空
き
地
に
つ
い
て
、
売
却
、
賃
貸
も

含
め
て
具
体
的
な
施
策
は
あ
る
の
で
す

か
。
ま
た
、
山
田
山
の
活
用
も
現
在
の

計
画
等
も
お
聞
き
し
ま
す
。

普
通
財
産
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

は
、
今
後
行
政
財
産
に
活
用
す
る
見
込

み
の
な
い
も
の
は
売
却
、賃
貸
を
行
い
、

財
源
確
保
の
一
つ
の
手
段
と
考
え
て
い

ま
す
。
旧
本
町
老
人
憩
い
の
家
、
商
工

会
西
側
空
き
地
に
つ
い
て
は
、
普
通
財

産
と
し
て
長
期
に
わ
た
り
保
有
し
て
お

り
、
今
後
行
政
財
産
と
し
て
も
活
用
す

る
見
込
み
が
な
い
た
め
、
売
却
す
る
方

向
で
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
旧
湯

浅
広
川
消
防
組
合
に
つ
い
て
も
同
様

に
、
売
却
を
進
め
て
い
ま
す
。
港
保
育

所
跡
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、
夏
に
実
施

さ
れ
る
湯
浅
ま
つ
り
の
イ
ベ
ン
ト
会
場

と
し
て
活
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
他
に

も
有
効
活
用
が
あ
れ
ば
、
検
討
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
旧
中
央
公
民
館
に

つ
い
て
は
、
売
却
の
方
向
で
進
ん
で
い

ま
す
。

山
田
山
の
南
谷
に
つ
き
ま
し
て
は
、

先
日
も
報
告
し
ま
し
た
が
、
地
域
活
性

化
及
び
地
元
雇
用
の
促
進
を
図
る
こ
と

質
問

湯浅まつりのイベント会場として活用されている港保育所跡地

旧中央公民館
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議会の傍聴に
お越しください

宮崎県議会が
本町を視察

次回の３月定例会は

3月9日(水)～
開催予定です。

  

委

員

長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

山

本

年

哲

山

田

真

里

石
橋
千
歌
子

松

本

光

成

石

本

一

也

 
 

議
会
広
報
編
集
常
任
委
員
会

平成２７年度 有田地方 全議員研修会

有田地方（有田市、湯浅町、広
川町、有田川町）の議会議員に
よる全議員研修会が１０月２７
日（火）有田市の鮎茶屋で開催
されました。
講師に有田市立病院副委員長 渡
辺俊幸氏を迎え、「中高年男性の
ための泌尿器科学講座」と題し
ての講演を聴きました。

平成 27年 11月 6日、家庭教育支援チーム
「とらいあんぐる」の取り組みを研修するため、
宮崎県議会宮崎のこども対策特別委員会の
方々が本町に来町されました。

編

集

後

記

大
寒
を
迎
え
日
に
日
に
寒
さ
が
増
す
時
季

と
な
り
ま
し
た
が
、皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
？

１
月
10
日（
日
）、役
場
な
ぎ
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、厳
か
な
雰
囲
気
の
中
、成
人
式
が
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。大
人
と
し
て
の
門
出
を
迎
え
ら
れ

ま
し
た
１
２
９
名
の
新
成
人
の
皆
様
、誠
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。希
望
に
輝
く
未
来
へ
、

大
き
く
飛
翔
さ
れ
ま
す
よ
う
に
と
願
っ
て
や

み
ま
せ
ん
。

さ
て
、本
年
は
町
制
施
行
１
２
０
周
年
の

大
き
な
節
目
と
な
る
年
で
す
。私
た
ち
議
員
一

同
は
、こ
れ
ま
で〝
ふ
る
さ
と
〞を
築
い
て
く
だ

さ
っ
た
先
人
の
英
知
に
学
び
、町
民
の
皆
様
と

共
に
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
組
む
決
意
で

す
。本

年
も「
議
会
だ
よ
り
」は
、よ
り
親
し
み

や
す
い
誌
面
づ
く
り
を
心
が
け
て
参
り
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
ご
意
見
・ご
感
想
を
議
会
事
務

局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

（
石
橋

千
歌
子
）


